
　

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
に
移
り
、
篠
弘
氏
の

死
去
に
伴
う
後
任
監
事
に
つ
い
て
案
が

示
さ
れ
た
。
現
監
事
は
木
村
雅
子
、
桑

原
正
紀
、
篠
の
三
名
で
あ
る
が
、
任
期

が
残
り
半
年
で
あ
り
、
規
約
で
は
監
事

は
一
～
三
名
を
お
く
と
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
篠
氏
の
後
任
を
お
か
ず
現
監

事
二
名
で
業
務
に
あ
た
る
と
い
う
案
が

示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
四
十
六
回
現
代
短
歌
大

賞
選
考
経
過
に
つ
い
て
、
栗
木
理
事
長

か
ら
報
告
が
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
栗

木
京
子
、
坂
井
修
一
、
大
松
達
知
、
穂

村
弘
の
四
名
が
選
考
に
あ
た
っ
た
。
現

代
短
歌
大
賞
は
該
当
な
し
だ
が
、
竹
柏

会
「
心
の
花
」
に
特
別
賞
を
与
え
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
授
賞
理
由
と
し
て
、

明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
創
刊

し
、
以
来
百
二
十
五
年
に
渡
っ
て
活
動

を
継
続
し
、
結
社
誌
「
心
の
花
」
が
今

年
一
五
〇
〇
号
の
発
刊
を
達
成
し
た
こ

と
、
歌
壇
の
中
核
を
担
う
歌
人
を
多
く

輩
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　

次
に
、
現
代
短
歌
大
賞
候
補
の
対
象

期
間
の
変
更
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
現

在
は
十
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

に
出
版
さ
れ
た
歌
集
を
対
象
に
十
月
上

　

二
〇
二
三
年
十
二
月
二
十
一
日（
木
）

東
京
神
田
の
学
士
会
館
に
お
い
て
、

二
〇
二
三
年
度
臨
時
総
会
な
ら
び
に
第

四
十
六
回
現
代
短
歌
大
賞
授
賞
式
・
祝

賀
会
、
忘
年
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
現
代
短
歌
大
賞
が
該
当
無

し
で
あ
っ
た
た
め
、
竹
柏
会「
心
の
花
」

の
現
代
短
歌
大
賞
特
別
賞
受
賞
を
祝
う

会
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
分
類

さ
れ
た
こ
と
で
、三
年
ぶ
り
の
授
賞
式
・

忘
年
会
開
催
で
も
あ
っ
た
。一
般
会
員
、

関
係
者
を
あ
わ
せ
た
約
一
二
〇
名
が
参

加
し
、
和
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

　

臨
時
総
会
は
小
塩
卓
哉
の
司
会
で
開

会
し
、
ま
ず
栗
木
京
子
理
事
長
か
ら

「
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
の
機
会

を
も
て
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
油
断

せ
ず
生
活
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
中
で

二
〇
二
四
年
三
月
十
日
に
〈
現
代
短
歌

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in 

奈
良
〉
が
開
催

旬
に
選
考
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
選
考
日
程
が
厳
し
い
た
め
、
対
象

期
間
を
、「
九
月
一
日
か
ら
翌
年
の
八

月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
よ
う
変
更
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
授
章
式
が
執
り
行
わ
れ
、

栗
木
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
坂
井
修
一

副
理
事
長
が
祝
辞
が
述
べ
、「
こ
の
た

び
の
特
別
賞
は
、
満
場
一
致
で
決
定
し

た
。
現
代
短
歌
大
賞
は
結
社
誌
に
は
与

え
ら
れ
な
い
の
で
、
特
別
賞
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
竹
柏
会
「
心
の
花
」
の

本
流
に
は
、
歴
史
全
体
を
見
渡
し
て
対

等
な
立
場
で
対
峙
す
る
自
由
な
〈
お
の

が
じ
し
〉
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。」

と
語
っ
た
。

　

佐
佐
木
幸
綱
編
集
発
行
人
へ
の
賞
状

と
副
賞
の
授
与
、花
束
の
贈
呈
に
続
き
、

佐
佐
木
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
「
一
五
〇
〇
号
と
い
う
と
書
架
八
段

く
ら
い
の
量
が
あ
る
。明
治
三
十
年
代
、

四
十
年
代
に
結
社
誌
の
創
刊
が
相
次
い

だ
の
は
、
会
員
に
便
利
に
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
郵
便
事
情
と
関
連
し
て
い

る
。
百
二
十
五
年
経
っ
て
ネ
ッ
ト
社
会

に
な
り
結
社
雑
誌
が
曲
が
り
角
に
来
て

い
る
。
プ
ロ
と
ア
マ
が
接
し
て
い
る
短

歌
や
俳
句
の
媒
体
が
ど
う
な
っ
て
い
く

か
、
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
歌
壇

が
い
い
形
で
発
展
す
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。
続
い
て
大
松
達
知
が

祝
辞
を
述
べ
、「「
心
の
花
」
の
表
紙
に

「
明
治
三
十
一
年
二
月
十
五
日
第
三
種

郵
便
物
認
可
」
と
サ
ラ
ッ
と
書
い
て
あ

る
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
第
三

種
郵
便
は
承
認
条
件
に
「
終
期
を
予
定

し
得
な
い
も
の
」
と
あ
る
。「
心
の
花
」

の
身
体
は
百
二
十
五
年
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
外
塚
喬
の
発
声
に
よ
り
乾

杯
し
、
祝
賀
会
へ
と
移
っ
た
。
祝
賀
会

で
は
当
日
出
席
の
新
会
員
と
し
て
、
朝

比
奈
美
子
、
飛
鳥
游
美
、
今
井
聡
、
大

貫
孝
子
、
小
池
美
恵
子
、
佐
山
加
寿
子
、

信
藤
洋
子
、
鈴
木
良
明
、
田
中
薫
、
丹

羽
智
子
、
松
浦
彩
美
、
三
輪
良
子
、
森

光
子
、
和
嶋
勝
利
（
五
十
音
順
）
の

十
四
名
が
紹
介
さ
れ
、
飛
鳥
游
美
、
佐

山
加
寿
子
、
三
輪
良
子
の
三
氏
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。
三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

会
食
を
伴
う
祝
賀
会
・
忘
年
会
は
楽
し

く
和
や
か
に
進
み
、
一
年
を
締
め
く
く

る
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な
っ
た
。
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